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その年の

できごと

CSCD

全体に

関わる

動き

人材育成

プログラム

対話

プログラム

場づくり
・
運営

研究会

広報
・

発行物

●日本人拉致被害者が帰国
●サッカー日韓ワールドカップ
●アメリカ軍がイラクへの攻撃を開始

アメリカ軍が
フセイン元大統領を拘束●
日本郵政公社が営業開始●

宮城県北部地震●

JR 福知山線脱線事故●
鳥インフルエンザの感染が判明●
イギリス・ロンドンで自爆テロ●

エキスポランドジェットコースター
脱線事故●

大阪世界陸上●
赤ちゃんポストが設置●

●アテネオリンピック
●インドネシアスマトラ島沖地震
●愛地球博

●インドネシアジャワ島地震
●サッカードイツワールドカップ
●タミフル異常行動問題

●北京オリンピック
●リーマンショック
●オバマ氏がアメリカ大統領就任

衆議院選挙で民主党が
単独過半数を獲得●

新型インフルエンザが発生●
裁判員制度による初の裁判●

サッカー女子ワールドカップで日本優勝●
スティーブ・ジョブズ死去●

タイ水害●

グランフロント大阪が開業●
タイ反政府デモ発生●
特定秘密保護法成立●

●はやぶさが日本に帰還
●アウンサンスーチー氏解放
●東日本大震災

●金正恩が朝鮮労働党第一書記に就任
●ロンドンオリンピック
●山中伸弥教授がノーベル賞

過激派組織
「イスラム国」による日本人殺害●

安全保障関連法成立●
マイナンバー制度始まる●

●消費税 8％へ
●ノーベル物理学賞に青色 LED
開発研究者の赤崎•天野•中村氏
●STAP 細胞論文改ざん不正問題

インターフェイスの人文学

「大学院等高度副プログラム」の全学的制度化に伴い高度副プログラム「コミュニケーションデザイン」として大学院生向けの共通教育を実施

青山学院大学と「ワークショップデザイナー育成プログラム」を共同開講

「公共圏における科学技術・教育研究拠点（STiPS）」の設置

●国立大学法人化

CSCD初の大型対話イベント・カフェバトル＠梅田ビックマン ● ●大阪大学80周年関連イベント 知のジムナスティックス

●CSCD5周年 ●CSCD10周年

●CSCD EXPO2014

●部門を変更 ●大阪大学80周年

CSCD設立（日本万国博覧会記念機構にオフィス開設）● ●CSCD５周年記念シンポジウム

●学内向けオープニングイベント ●CSCDが豊中キャンパスにオフィス移転

臨床コミュニケーションのモデル開発と実践 モニター授業実施

全学の大学院生を主たる対象とした「コミュニケーションデザイン科目」を開講

「寄付研究部門・まちみちコミュニケーション研究室」の設置

ラボカフェ中之島コミュニケーションカフェ

オレンジカフェ

学内での対話•ワークショップスペースとして、「オレンジショップ」設置•運営

科学技術を対象とした社学連携事業「サイエンスショップ」の設置•運営

コミュニケーションデザイン研究会

現場力研究会

10月大阪外国語大学と大阪大学が統合●

●『知デリBook』発行

様々なカフェプログラムを試行

知デリ

●『知のジムナスティックス』発行

『CSCD 2005-2014 BOOK』発行●

『Communication-Design 2005-2015』発行●

CSCD紀要 『Communication-Design』 発行

ウェブサイト

広報誌 『VOICE』 発行（年２回）

アサヒ ラボ•ガーデンの試行的運営を通じたアサヒグループホールディングス株式会社との共同研究

京阪電車なにわ橋駅内に大阪大学•民間企業•NPOの三者が共同運営する「アートエリアB1」の設置•運営。メセナアワード2009文化庁長官賞を受賞

●リニューアル ●リニューアル
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